
２ 主な整備箇所（地域版） 

地域内の交流・連携 

下関地域の現状と課題 ６ 

きくがわ 

北浦街道豊北 

関門医療センター 

下関医療 
センター 

◎ 

◎ 

◎ 

◎ 

済生会下関総合病院 

長府扇町工業団地 

道の駅 きくがわ 

リフレッシュパーク豊浦 

川棚温泉 

しものせき水族館海響館 

豊東工業団地 

しおかぜの里 角島 角島灯台公園 一の俣温泉 

北浦街道 豊北 

火の山公園 

海峡ゆめタワー（海峡メッセ下関） 

・下関市立美術館 
・長府庭園 

長府庭園 

蛍街道西ノ市 

豊田総合支所 

菊川総合支所 

豊浦総合支所 

豊北総合支所 

下関市立市民病院 

下関市役所 
◎ 

・水産業をはじめとした産業を支える迅速かつ円滑
な物流の実現 

・広域交通拠点（IC等）から観光地へのアクセス強
化による観光客の利便性向上 

・山陰地域、北九州地域や地域内の各拠点との交
流・連携強化 

・市街地の渋滞対策 

・県内最多の交通事故発生件数 

・災害時等にも機能する信頼性の高い道路網整備 

・道路施設（橋梁・トンネル等）の老朽化対策 
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多数の主要渋滞箇所 

県内共通 多発する交通事故 

 下関地域では年間1,500件を越える事故が発生しており、
歩行者や自転車利用者を交通事故から守る取組が求めら
れています。 

県内共通 道路施設の老朽化 

 道路施設の老朽化は、利用者の安全性の確保に支障と
なるだけでなく、ネットワークの寸断等により社会経済活動
の停滞をもたらす恐れがあります。 

資料：H22道路交通センサス 

【19市町30分圏カバー圏域】（H27現況） 

 主要渋滞箇所数が19箇所と県内最多であり、 主要渋滞箇所における
損失時間では、上位10箇所のうち7箇所が存在しています。 

隣県との広域連携 

 関門海峡という共通の財産を持つ下関市と北九州市は、古く
から密接な関係を持ちながら一体的な都市圏・経済圏を形成し
てきました。連携中枢都市である両市の連携が進めば、関門地
域の経済成長、圏域外からの人の流入促進等により、関門地域
の活力向上が期待されます。 
 
 また、九州・山口において、明
治日本の産業革命遺産が世界
遺産に登録されました。世界遺
産を活かした広域観光ルートの
形成等により、関門地域により一
層観光客が訪れることも期待さ
れます。 

広域連携軸 
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資料：観光統計（しものせき観光HP） 

【角島大橋】 
 離島架橋として整備した角
島大橋は、北長門海岸国定
公園内の自然と一体となった
美しい景観から、テレビＣＭに
採用されるなど、県を代表す
る観光スポットとなっています。 

道の駅 
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角島大橋 
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資料：山口県道路交通渋滞対策部会 

下関地域 

【主要渋滞箇所（83箇所）】 

県内共通 災害時等に不安な道路網 

  

東行庵 

道の駅 蛍街道西ノ市 

巌流島 
赤間神宮 

 下関市長府～壇之浦地区は、国際航路
(関内航路）に面し、臨海部に多数の工場、
事業所、住宅等が立地していますが、近
年、台風の来襲による高潮・越波等により
大きな被害が頻発しています。当地域にお
ける主要幹線道路の国道９号も越波により
度々通行規制を余儀なくされています。 

本州の最西端で、
アジア大陸までの
海上輸送距離が
最短 

水産業の活性化 

 下関地域では、取扱量が全国一の「ふく」をはじめ、あん
こう、いかなどの地域の特色を活かした水産物のブランド化
による水産業の活性化が図られています。 
 九州地域はもとより、全国各地へさらなる市場の拡大を
図るため、円滑かつ迅速な物流の確保が必要です。 

地域拠点 

都市拠点 

県内共通 橋梁の耐震補強 

 大規模地震時に
緊急輸送道路の橋
梁や離島架橋、跨
線橋、跨道橋が倒
壊や落橋すると、救
急・救援活動や緊
急物資の輸送など
に重大な支障が生
じます。 
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 下関港や周辺工場からＩＣへの
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集中し、円滑な物流に支障をき
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２ 主な整備箇所（地域版） 

下関地域のみちづくり ６ 

きくがわ 

蛍街道西ノ市 

北浦街道豊北 

◎ 
下関市役所 

◎ 

◎ 豊田総合支所 

◎ 豊浦総合支所 

◎ 豊北総合支所 

菊川総合支所 

Ｎｏ． 
路線名 

（工区名等） 
内容 

道路整備 
目標 

４つの方針 

支
え
る 

守
る 

備
え
る 

つ
な
ぐ 

6-1 国道２号 
（小月バイパス） 

現道拡幅 
完成 
（Ｈ２８） ● ● ● 

6-2 山陰道 
（俵山・豊田道路） 

バイパス 事業継続 ● ● ● 

6-3 国道４３５号 
（美祢～豊田バイパス） 

バイパス 完成 ● ● ● 

6-4 国道４９１号 
（下小月バイパス） 

バイパス 事業継続 ● ● 

6-5 国道４９１号 
（一ノ俣拡幅） 

現道拡幅 部分完成 ● ● ● 

6-6 県道豊浦清末線 
（阿内） 

現道拡幅 部分完成 ● ● ● 

6-7 県道下関川棚線 
（吉見） 

バイパス 事業継続 ● ● ● 

6-8 県道永田郷室津川棚線 
（川棚） 

バイパス 完成 ● ● ● 

6-9 国道４３５号 
（滝部～神田） 

歩道整備 
完成 
（H28） ● ● ● 

6-10 国道４３５号 
（神田） 

歩道整備 部分完成 ● ● ● 

6-11 県道下関美祢線 
（王司） 

交差点改良 完成 ● ● ● 

6-12 県道下関長門線 
（石原） 

交差点改良 完成 ● ● ● 

6-13 県道粟野二見線 
（神田口） 

歩道整備 完成 ● ● ● 

6-14 県道美祢菊川線 
（下保木～上保木） 

歩道整備 部分完成 ● ● ● 

6-15 県道美祢菊川線 
（下岡枝） 

交差点改良 完成 ● ● ● 

6-16 県道新下関停車場稗田線 
（秋根） 

自歩道整備 完成 ● ● ● 

6-17 
都計道長府綾羅木線 

〈県道田倉新下関停車場線〉 
（田倉～勝谷） 

バイパス 事業継続 ● ● ● 

6-18 国道１９１号 
（神田上） 

のり面対策 事業継続 ● 

6-19 県道福浦港金比羅線 
（彦島大橋） 

耐震化 完成 ● 

6-20 県道福浦港金比羅線 
（金比羅トンネル） 

長寿命化 事業継続 ● 

6-21 県道角島神田線 
（角島大橋） 

長寿命化 完成 ● 

6-6 

6-1 

6-3 

6-5 

6-7 

6-8 

6-11 

6-14 

6-4 

6-12 

6-16 

6-9,10 

6-15 

6-13 

6-17 

主な整備中箇所 

Ⅳ 未来に『つなぐ』 
 〇老朽化した道路施設の計画的 
  な修繕・更新等 
 ○日常的な維持管理の充実・効 
  率化 
 ○異常気象時等の対応 

Ⅰ 産業･地域を『支える』 
 〇物流等の迅速化・円滑化  
 〇観光客の利便性の向上 
 〇交流・連携の強化 
 〇バイパス整備や交差点改良等 
  による渋滞対策の推進 

Ⅱ 人々のいのちを『守る』 
  〇生活道路等における交通 
   安全対策の推進 
  〇すべてのひとが安心して 
   移動できる歩行者空間の確保 

Ⅲ 災害に『備える』 
 〇防災・減災対策の推進 
 ○橋梁の耐震補強 

等 

等 

等 

等 

ここで示す「道路整備目標」は、予算の確保、用地取得等が予定通りに進捗した場合の現時点におけ

る目標を示したものです。 

6-a 山陰道 

6-b 地域高規格道路下関北九州道路 

6-c 地域高規格道路下関西道路 

6-d 国道２号（才川～山の谷） 

6-e 都計道幡生綾羅木線 

6-f 国道１９１号 

6-g 国道４３５号 

6-h 国道４３５号 

6-i 国道４９１号 

6-2 

県道下関長門線 

県道武久椋野線 

整備が求められる主な路線 

6-ａ 

6-b 

6-e 
6-d 

6-h 
6-g 

6-f 

6-i 

耐
長

長
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6-20 

6-21 

の

6-c 

宇部港 

小野田港 

下関港 

小野田 

埴生 

小月 

下関 

美祢西 

バイパス 

現道拡幅 

自歩道整備 

歩道整備 

交差点改良 

の

耐

長

のり面対策 

耐震化 

長寿命化 

スマートインターチェンジ 

 

道の駅 

市役所等  ◎  
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２ 主な整備箇所（地域版） 

下関地域の主な整備中箇所 ６ 

概 要 

下関市東部地域における国道２号及び国道４９１号の渋滞を緩和します。 
下関市街地から中国自動車道小月ＩＣへのアクセス性を向上します。 
小月地区から関門医療センターへのアクセス性を向上します。 

目的（効果） 

国道２号（小月バイパス） 6-1 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

● 内 容 現道拡幅

● 延 長 Ｌ＝５．８㎞

● 幅 員 Ｗ＝１９．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２０年度

Ｖ 

概 要 

目的（効果） 

山陰道（俵山・豊田道路） 6-2 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

概 要 

山陰道へのアクセス性を向上します。 
北浦地域を周遊する広域観光ルートを整備し、観光振興を図ります。 
緊急輸送道路として災害時等にも機能する信頼性の高い道路ネットワーク
を構築します。 

国道４３５号（美祢～豊田バイパス） 6-3 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

● 内 容 バイパス

● 延 長 L=５．４ｋｍ

● 幅 員 Ｗ＝１２．０ｍ

● 着 手 年 度 平成６年度

目的（効果） 

概 要 

下関市東部地域における渋滞を緩和します。 
中国自動車道小月ＩＣへのアクセス性を向上します。 
緊急輸送道路として災害時等にも機能する信頼性の高い道路ネットワー
クを構築します。 

目的（効果） 

国道４９１号（下小月バイパス） 6-4 

【標準断面図】 

支える 守る 備える つなぐ 

● ● 

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝１．７km

● 幅 員 Ｗ＝８．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２５年度

下関市への搬送ルートを強化し、長門市の主要産業である水産業及び水
産加工業の企業活動を支援します。 

下関方面の３次救急医療機関へのアクセス性を向上します。 
高速ネットワークを整備し、九州から山口県北部への観光交流人口拡大、
広域連携強化を図ります。 

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝１３．９㎞

● 幅 員 Ｗ＝１２．０～１３．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２８年度
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整備箇所 
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(仮)俵山温泉IC

整備箇所 

1.250.75
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（仮）豊田ＩＣ 
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２ 主な整備箇所（地域版） 

下関地域の主な整備中箇所 ６ 

概 要 

道路幅員が狭く車両のすれ違いが困難な箇所を解消します。 
一の俣温泉へのアクセス性を向上します。 
緊急輸送道路として災害時等にも機能する信頼性の高い道路ネットワー
クを構築します。 

国道４９１号（一ノ俣拡幅） 6-5 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

● 内 容 現道拡幅

● 延 長 Ｌ＝１．４km

● 幅 員 Ｗ＝９．７５ｍ

● 着 手 年 度 平成１９年度

目的（効果） 

概 要 

県道豊浦清末線（阿内） 6-6 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

 大型車のすれ違いが困難な箇所や見通しが悪い箇所を解消します。 
 国道２号へのアクセス性を向上します。 
 通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者の通行の安全を確保し
ます。 

目的（効果） 

● 内 容 現道拡幅

● 延 長 Ｌ＝１．３km

● 幅 員 Ｗ＝９．７５ｍ

● 着 手 年 度 平成２７年度

概 要 

県道永田郷室津川棚線（川棚） 6-8 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

道路幅員が狭く車両のすれ違いが困難な箇所を解消します。 
歩行者及び自転車利用者の通行の安全を確保します。 

目的（効果） 

概 要 

県道下関川棚線（吉見） 6-7 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

急なカーブで見通しの悪い箇所を解消します。 
川棚温泉へのアクセス性を向上します。 
旧豊浦町から下関市街地へのアクセス性を向上します。 

目的（効果） 

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝４．８km

● 幅 員 Ｗ＝１２．０ｍ

● 着 手 年 度 平成１３年度

整備箇所 

整備箇所 

2.5 3.0 3.0 0.75

W=9.75m

0.5

2.50.53.0 3.00.75

W=9.75m

整備箇所 

整備箇所 

1.25 3.25 0.75

W=12.0m

3.25 3.5

0.53.0 3.0

W=11.0m

1.0 3.5

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝０．６㎞

● 幅 員 Ｗ＝１１．０ｍ

● 着 手 年 度 平成１５年度
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２ 主な整備箇所（地域版） 

下関地域の主な整備中箇所 ６ 

概 要 

通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者の通行の安全を確保し
ます。 

目的（効果） 

国道４３５号（滝部～神田） 6-9 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

● 内 容 歩道整備

● 延 長 Ｌ＝２．３km

● 幅 員 Ｗ＝９．７５ｍ

● 着 手 年 度 平成１６年度

概 要 

通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者の通行の安全を確保し
ます。 

目的（効果） 

国道４３５号（神田） 6-10 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

● 内 容 歩道整備

● 延 長 Ｌ＝０．７km

● 幅 員 Ｗ＝９．７５ｍ

● 着 手 年 度 平成２８年度

概 要 

高磯交差点における渋滞を緩和します。 
通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者及び自転車利用者の通
行の安全を確保します。 
 

目的（効果） 

県道下関美祢線（王司） 6-11 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

● 内 容 交差点改良

● 延 長 Ｌ＝０．２km

● 幅 員 Ｗ＝１７．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２５年度

概 要 

秋根北町交差点における渋滞を緩和します。 
通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者及び自転車利用者の通
行の安全を確保します。 

県道下関長門線（石原） 6-12 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

目的（効果） 

● 内 容 交差点改良

● 延 長 Ｌ＝０．５km

● 幅 員 Ｗ＝２５．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２０年度

2.5 3.0 3.0 0.75

W=9.75m

0.5

2.5 3.0 3.0 0.75

W=9.75m

0.5

右　折
レーン

3.5 3.0 3.5

W=17.0m

0.5 3.0 3.0 0.5

レーン
右　折

W=25.5m

3.50 3.25 3.25 3.0 3.25 3.25 3.50
1.0 0.750.75
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２ 主な整備箇所（地域版） 

下関地域の主な整備中箇所 ６ 

概 要 

通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者の通行の安全を確保し
ます。 

目的（効果） 

県道粟野二見線（神田口） 6-13 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

概 要 

通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者の通行の安全を確保し
ます。 

線形を改良し、見通しの悪い箇所を解消します。 

目的（効果） 

県道美祢菊川線（下保木～上保木） 6-14 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

概 要 

上岡枝交差点における事故の発生を防ぎます。 
歩行者の通行の安全を確保します。 

目的（効果） 

県道美祢菊川線（下岡枝） 6-15 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

● 内 容 交差点改良

● 延 長 Ｌ＝０．２km

● 幅 員 Ｗ＝９．７５ｍ

● 着 手 年 度 平成１６年度

● 内 容 歩道整備

● 延 長 Ｌ＝１．４km

● 幅 員 Ｗ＝９．７５ｍ

● 着 手 年 度 平成２８年度

● 内 容 歩道整備

● 延 長 Ｌ＝１．３km

● 幅 員 Ｗ＝１２．０ｍ

● 着 手 年 度 平成１６年度

概 要 

段差の解消、急勾配の改善、無電柱化等を実施し、安全に安心して移
動できる歩行空間を形成します。 

通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者及び自転車利用者の通
行の安全を確保します。 

目的（効果） 

県道新下関停車場稗田線（秋根） 6-16 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

2.50.53.0 3.0

W=12.0m

0.52.5

2.53.0 3.00.75

W=9.75m

0.5

2.5 3.0 3.0 0.75

W=9.75m

0.5

分離帯
中央

4.5 3.5 3.5 1.75 5.03.53.51.755.0

W=34.0m

● 内 容 自歩道整備（バリアフリー）

● 延 長 Ｌ＝０．６㎞

● 幅 員 Ｗ＝３４．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２１年度
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２ 主な整備箇所（地域版） 

下関地域の主な整備中箇所 ６ 

概 要 

 ＪＲ新下関駅と長府地区を直結し、秋根北町交差点に集中する交通
を分散し、円滑な交通を確保します。 

歩行者及び自転車利用者の通行の安全を確保します。 
 

目的（効果） 

都計道長府綾羅木線（田倉～勝谷） 
〈  県道田倉新下関停車場線〉 

6-17 

【標準断面図】 

支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

道路利用者の安全な通行や災害時の円滑な緊急輸送を確保します。 

目的（効果） 

概 要 

国道１９１号（神田上） 6-18 支える 守る 備える つなぐ 

● 

● 内 容 のり面対策

● 延 長 Ｌ＝０．８km

● 幅 員 Ｗ＝８．３ｍ

● 着 手 年 度 平成１７年度

 トンネルの定期点検結果を踏まえ、健全度が低下する前に補修や補
強等の適切な措置を実施し、施設の長寿命化を図ります。 

目的（効果） 

【標準断面図】 

概 要 

県道福浦港金比羅線（金比羅トンネル） 6-20 支える 守る 備える つなぐ 

● 

● 内 容 長寿命化

● 延 長 Ｌ＝０．３km

● 幅 員 Ｗ＝７．６ｍ

● 着 手 年 度 平成２４年度

大地震時に落橋に至るような致命的な被害を防止するだけではなく、地
震後、橋梁としての機能の回復が速やかに行い得る性能を確保します。 

橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。 
維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。 

県道福浦港金比羅線（彦島大橋） 6-１9 支える 守る 備える つなぐ 

● 

目的（効果） 

概 要 

【標準断面図】 

【標準断面図】 

0.250.25 3.0 3.01.1

W=7.6m

整備箇所 

3.0 3.01.3 1.0

W=8.3m

W=8.5m

0.753.53.50.75

整備箇所 

整備箇所 

整備箇所 

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝１．２㎞

● 幅 員 Ｗ＝２５．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２７年度

3.25 3.25 3.253.5

W=25.0m

0.5 0.5 3.53.25 4.0

● 内 容 耐震化

● 延 長 Ｌ＝０．７６km

● 幅 員 Ｗ＝８．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２０年度
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２ 主な整備箇所（地域版） 

下関地域の主な整備中箇所 ６ 

橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。 
維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。 

県道角島神田線（角島大橋） 6-21 
支える 守る 備える つなぐ 

● 

目的（効果） 

【標準断面図】 

概 要 

W=6.5m

2.752.75 0.50.5

整備箇所 

● 内 容 長寿命化

● 延 長 Ｌ＝１．８km

● 幅 員 Ｗ＝６．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２５年度
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救急医療への不安 

 長門地域は、３次救急医療機関１時間圏の空白地帯となっており、住民の皆様か
らも不安の声をいただいています。 

関門医療
センター

山口大学医学部
附属病院

県立総合医療
センター

岩国医療センター

徳山中央病院

長門地域の現状と課題 

２ 主な整備箇所（地域版） 

７ 

油谷湾温泉 青海島 

湯免温泉 

俵山温泉 

金子みすゞ記念館 

◎ 

斎木病院 

   道の駅 

◎ 市役所等 

◆ 観光地 

   第二次医療施設 

油谷支所 

◎ 日置支所 
岡田病院 

長門総合病院 

三隅支所◎ 
長門市役所◎ 

広域連携軸 

都市間連携軸 

拠点間連携軸 

・水産業、水産加工業等を支える迅速かつ円滑な物流の実現 

・観光地や広域交通拠点（IC等）とのアクセス強化による観光 
客の利便性向上 

・こどもをはじめとした交通事故死傷者の削減 

・救急医療施設への搬送時間の短縮 

・災害時等にも機能する信頼性の高い道路網整備 

・道路施設（橋梁・トンネル等）の老朽化対策 

課
題
の
ま
と
め 

県内共通 子どもの死傷者率が高い 

県内共通 道路施設の老朽化 

 道路施設の老朽化は、利用者の安全性の確保に支障と
なるだけでなく、ネットワークの寸断等により社会経済活動
の停滞をもたらす恐れがあります。 

水産業の活性化 

    

【急病時の救急病院への移動において、不安と感じる理由】 

千畳敷 

大病の場合、高度な医療を有する大きな
病院まで時間がかかる 

近くの救急病院まで時間がかかる 

道が狭いので、救急車による搬送などがス
ムーズにいかない恐れがある 

山道を通る必要があり、大雨の時などに通
れない可能性がある 

工事などが多く、通行止めの場合が多い 

その他 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

資料：H22道路交通センサス 

萩地域 

宇部・小野田地域 

山口・ 
防府地域 

周南 

地域 

柳井地域 

長門 
地域 

下関地域 

岩国地域 

【3次医療機関1時間圏カバー率（面積）】 
（H27現況） 

広域交通拠点とのアクセス性 

 長門地域の事業所からは、高速道路や空港など、広域交通拠点とのアクセスが悪いという声を多数いただいて
います。 

●空港 ●高速道路 

山口県内における主な営業活動範囲、来場者のアクセスなどについての条件をど
う評価されますか？ 

資料：H25企業アンケート 

鮮度の高い魚を出荷！！ 販路拡大！！ 

観光振興 

 別名「海上のアルプス」と呼ばれる青海
島は、長門市有数の観光地で、日本海の
荒波に侵食された断崖絶壁や数多くの洞
門、石柱、岩礁など雄大にそびえ立つ絶
景で、北長門海岸国定公園の代表的景
観となっています。 
 

 長門市仙崎・青海島間は、本県初の海上架橋である「青海大橋」（全長260ｍ）が
あり、車でのアクセスが可能です。 

 また、湯本、俵山をはじめ５つの温泉郷があり、県
内外から多くの観光客や湯治客が訪れています。 

【俵山温泉】 

日本一アルカリ含有量の多い温泉 
    

香月泰男美術館 

楊貴妃の里 

元乃隅稲成神社・龍宮の潮吹 

地域拠点 

都市拠点 

資料：H25県民アンケート 
（％） 

「悪い」と回答した企業の割合は、長門地域が最も多い 

萩地域 

宇部・小野田地域 

山口・防府地域 

周南地域 

柳井地域 

長門地域 

下関地域 

岩国地域 

萩地域 

宇部・小野田地域 

山口・防府地域 

周南地域 

柳井地域 

長門地域 

下関地域 

岩国地域 

良い～どちらとも言えない 

悪い 

県内共通 橋梁の耐震補強 

 大規模地震時に緊急輸送道路の橋梁や離
島架橋、跨線橋、跨道橋が倒壊や落橋する
と、救急・救援活動や緊急物資の輸送などに
重大な支障が生じます。 

  交通事故死者数のうち、子どもの占める割合が最も高
い地域となっています。通学路の整備など、子どもを交通
事故から守る取組が必要です。 県内共通 防災対策への期待 

  【災害に備えた防災対策の実施への期待度】 

資料：H27世論調査 

 県政世論調査によると、萩・
長門地域の方からは、「災害に
備えた防災対策の実施（代替
性の確保、土砂崩れ防止、橋
梁の耐震化など）」が必要という
回答が多く寄せられています。 

長門湯本温泉 

長門地域 

【3次医療機関1時間圏カバー圏域】 
（H27現況） 

 また、水揚げされる漁獲物を原材料とする水
産加工業が盛んで、特に近海の白身魚（エソな
ど）を用いたかまぼこは「仙崎かまぼこ」として広く
名声を博しています。 

 イカ・アジなどの近海物の魚介
類やウニ・アワビなどを主に取り扱
い、関西・九州方面に出荷されて
います。特にケンサキイカについ
ては近年『仙崎イカ』のブランド名
が名付けられ、流通価値が高まり
つつあります。 

 仙崎漁港は下関漁港、萩漁港に次ぐ県内第三位の水揚げ高を
誇る大規模な漁港となっています。 

0%

20%

40%

60%
岩国

柳井

周南

山口・防府宇部・小野田

下関

萩・長門

柳井地域

岩国地域

周南地域

下関地域

宇部・小野田地域

山口・防府地域

萩地域

長門地域

0 2 4 6 8 10
（％）

資料：交通統計 平成26年（山口県警察本部） 

【交通事故死傷者数 全体に占める子どもの割合】 
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２ 主な整備箇所（地域版） 

長門地域のみちづくり ７ 

長門市役所油谷支所 ◎長門市役所三隅支所 
長門市役所◎ ◎ 

◎ 長門市役所日置支所 

Ｎｏ． 
路線名 

（工区名等） 
内容 

道路整備 
目標 

４つの方針 

支
え
る 

守
る 

備
え
る 

つ
な
ぐ 

7-1 山陰道 
（長門・俵山道路） 

バイパス 
完成 
（Ｈ３１） ● ● ● 

7-2 山陰道 
（俵山・豊田道路） 

バイパス 事業継続 ● ● ● 

7-3 県道美祢油谷線 
（砂利ヶ峠） 

バイパス 完成 ● ● 

7-4 県道長門秋芳線 
（大河内） 

バイパス 事業継続 ● ● 

7-5 県道油谷港線 
（久津） 

現道拡幅 事業継続 ● ● ● 

7-6 県道下関長門線 
（俵山） 

のり面対策 事業継続 ● 

7-7 県道青海島線 
（青海大橋） 

耐震化 事業継続 ● 

7-8 国道３１６号 
（大ヶ峠トンネル） 

長寿命化 完成 ● 

7-9 県道下関長門線 
（湯本大橋） 

長寿命化 事業継続 ● 

7-1 7-3 

7-5 

7-4 

主な整備中箇所 

Ⅳ 未来に『つなぐ』 
 〇老朽化した道路施設の 計画的 
  な修繕・更新等 
 ○日常的な維持管理の 充実・効 
  率化 
 ○異常気象時等の対応 

Ⅰ 産業･地域を『支える』 
 〇物流等の迅速化・円滑化  
 〇観光客の利便性の向上 
 〇交流・連携の強化 

 

Ⅱ 人々のいのちを『守る』 
 〇生活道路等における交通安全 
  対策の推進 
 〇救急車両の迅速かつ円滑な 
  通行の確保 
 〇救急医療施設への搬送時間の 
  短縮 

Ⅲ 災害に『備える』 
 〇広域道路ネットワークの構築や 
  安心・安全な生活道路の整備 
 ○防災・減災対策の推進 
 ○橋梁の耐震補強 

等 

等 

等 

等 

ここで示す「道路整備目標」は、予算の確保、用地取得等が予定通りに進捗した場合の現時点に

おける目標を示したものです。 

7-c 県道長門油谷線 

7-d 県道長門三隅線 

7-e 県道青海島線 

7-f 県道下関長門線 

7-2 

国道１９１号 

国道３１６号 

整備が求められる主な路線 

7-a 山陰道 

7-b 県道長門油谷線 

7-ａ 

7-b 
7-e 

7-d 

7-c 

7-f 
の

耐

長

長

7-6 

7-7 

7-8 

7-9 三隅 

明石 三見 萩 
バイパス 

現道拡幅 

自歩道整備 

歩道整備 

交差点改良 

の

耐

長

のり面対策 

耐震化 

長寿命化 

スマートインターチェンジ 

 

道の駅 

市役所等  ◎  
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Ｖ 
W=13.5m

2.5 3.5 3.51.5 2.5

Ｖ 

２ 主な整備箇所（地域版） 

長門地域の主な整備中箇所 ７ 

概 要 

目的（効果） 

山陰道（俵山・豊田道路） 7-2 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

概 要 

並行する県道下関長門線の急カーブ区間、事前通行規制区間を回
避し、安全性・確実性が向上します。 

交通の高速化が図られ、利便性向上による都市間連携を強化します。 
災害時における代替路が確保され、信頼性の高いネットワークが形成
されます。 

目的（効果） 

山陰道（長門・俵山道路） 7-1 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

下関市への搬送ルートが強化され、長門市の主要産業である水産業
及び水産加工業の企業活動を支援します。 

下関方面の第３次救急医療機関へのアクセス性を向上します。 
高速ネットワークを整備し、九州から山口県北部への観光交流人口拡
大、広域連携強化を図ります。 

概 要 

県道美祢油谷線（砂利ヶ峠） 7-3 支える 守る 備える つなぐ 

● ● 

車両のすれ違いが困難な箇所や見通しが悪い箇所を解消します。 
山陰道へのアクセス性を向上します。 
北浦地域を周遊する観光ルートを整備し、観光振興を図ります。 

目的（効果） 

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝２．０km

● 幅 員 Ｗ＝８．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２４年度
【標準断面図】 

概 要 

県道長門秋芳線（大河内） 7-4 支える 守る 備える つなぐ 

● ● 

車両のすれ違いが困難な箇所や見通しが悪い箇所を解消します。 
長門市街地へのアクセス性を向上します。 

目的（効果） 

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝５．０km

● 幅 員 Ｗ＝７．０ｍ

● 着 手 年 度 平成６年度

3.0 3.0

W=8.0m

1.01.0

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝５．５km

● 幅 員 Ｗ＝１２．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２０年度

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝５．５km

● 幅 員 Ｗ＝１２．０ｍ～１３．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２８年度

0.75 0.75

W＝7.0ｍ

2.75 2.75

【標準断面図】 

整備箇所 

整備箇所 

整備箇所 

整備箇所 

【標準断面図】 

W=12.0m

1.75 3.5 3.51.5 1.75

【標準断面図】 
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２ 主な整備箇所（地域版） 

長門地域の主な整備中箇所 ７ 

道路利用者の安全な通行や災害時の円滑な緊急輸送を確保します。 

県道下関長門線（俵山） 7-6 支える 守る 備える つなぐ 

● 

目的（効果） 

概 要 
● 内 容 のり面対策

● 延 長 Ｌ＝０．２km

● 幅 員 Ｗ＝７．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２５年度

 トンネルの定期点検結果を踏まえ、健全度が低下する前に補修や補
強等の適切な措置を実施し、施設の長寿命化を図ります。 

国道３１６号（大ヶ峠トンネル） 7-8 

目的（効果） 

概 要 

支える 守る 備える つなぐ 

● 

● 内 容 長寿命化

● 延 長 Ｌ＝１．１km

● 幅 員 Ｗ＝８．６ｍ

● 着 手 年 度 平成２６年度

概 要 

大地震時に落橋に至るような致命的な被害を防止するだけではなく、地
震後、橋梁としての機能の回復が速やかに行い得る性能を確保します。 

橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。 
維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。 

目的（効果） 

県道青海島線（青海大橋） 7-7 支える 守る 備える つなぐ 

● 

概 要 

県道油谷港線（久津） 7-5 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

道路幅員が狭く車両のすれ違いが困難な箇所を解消します。 
国道１９１号へのアクセス性を向上します。 
通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者の通行の安全を確保
します。 

目的（効果） 

● 内 容 現道拡幅

● 延 長 Ｌ＝０．７km

● 幅 員 Ｗ＝９．２５ｍ

● 着 手 年 度 平成２６年度

整備箇所 

整備箇所 

整備箇所 

3.0 3.00.5 0.5

W=7.0m

【標準断面図】 

0.75

W＝9.25ｍ

2.75 2.752.5 0.5

【標準断面図】 

2.2 3.0 0.89 0.75

W=10.34m

0.5 3.0

【標準断面図】 

0.5 0.53.0 3.00.8 0.8

W=8.6m

【標準断面図】 

整備箇所 

● 内 容 耐震化

● 延 長 Ｌ＝０．３km

● 幅 員 Ｗ＝１０．３４ｍ

● 着 手 年 度 平成２７年度
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２ 主な整備箇所（地域版） 

長門地域の主な整備中箇所 ７ 

橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。 
維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。 

目的（効果） 

概 要 

県道下関長門線（湯本大橋） 7-9 支える 守る 備える つなぐ 

● 

整備箇所 
4.0 4.00.75 0.75

W=9.5m
【標準断面図】 

● 内 容 長寿命化

● 延 長 Ｌ＝０．１km

● 幅 員 Ｗ＝９．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２５年度
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観光資源 

県内共通 近年の災害発生状況 

２ 主な整備箇所（地域版） 

萩地域の現状と課題 ８ 

萩・さんさん三見 

萩しーまーと 

萩往還 

あさひ 

うり坊の郷 katamata 

ゆとりパークたまがわ 

道の駅 ゆとりパークたまがわ 道の駅 阿武町 

道の駅 萩・さんさん三見 

大板山たたら製鉄遺跡 

田万川温泉「憩いの湯」 

都志見病院 

萩市民病院 

萩むらた病院 

玉木病院 

道の駅 萩往還 

ハピネスふくえ 

   道の駅 

◎ 市役所等 

◆ 観光地 

   主要渋滞箇所 

   第二次医療施設 

道の駅 うり坊の郷katamata 

・松下村塾 
・松陰神社 

・恵美須ヶ鼻造船所跡 
・萩反射炉 

萩反射炉 

木戸孝允旧宅・ 
指月公園（萩城跡）・ 
菊ヶ浜海水浴場・ 

萩博物館・ 
萩城下町・ 

道の駅 萩しーまーと 

道の駅 あさひ 

阿武町 

阿武町役場◎ 

◎福栄総合事務所 

◎むつみ総合事務所 

川上総合事務所 
◎ 

◎旭総合事務所 

須佐総合事務所◎ 

◎ 
田万川総合事務所 

広域連携軸 

都市間連携軸 

拠点間連携軸 

県内共通 道路施設の老朽化 

 道路施設の老朽化は、利用者の安全性の確保に支障と
なるだけでなく、ネットワークの寸断等により社会経済活動
の停滞をもたらす恐れがあります。 

県内共通 死傷者の約４割が高齢者 

 萩地域では、交通事故死傷者数のうち高齢者の占める割
合は約４割と、県内の他の地域に比べて高くなっています。
高齢者も安心して通行できる道路空間の創出が必要です。 

【交通事故死傷者数 高齢者の占める割合】 

萩阿武川温泉（ふれあい会館） 

道の駅 

 平成５年に創設された道の駅制度は、「中国地域づくり交流会」（Ｈ
２）で山口県の参加者が「道路に駅があってもよいのではないか」と提
案したことが発端となったもので、本県はいわば道の駅発祥の地です。 
（道の駅「阿武町」は、日本で最初にできた道の駅のひとつ）  
 また、萩市は、全国モデル道の駅の萩しーまーとをはじめ7箇所の
道の駅が設置されており、全国有数の設置数となっています。 

 道の駅「萩しーまーと」は、全
国の道の駅の中から、地域活
性化や産業振興の成功例とし
て特に優れた「全国モデル道
の駅」に選定されました。 

・観光地や広域交通拠点（IC等）へのアクセス強化
による観光客の利便性向上 

・道の駅を核とした地域の拠点などとの交流・連携
強化 

・高齢者をはじめとした交通事故死傷者の削減 

・救急医療施設への搬送時間の短縮 

・災害時等にも機能する信頼性の高い道路網整備 

・道路施設（橋梁・トンネル等）の老朽化対策 

課
題
の
ま
と
め 

【国道191号（萩市大字須佐）】 
 平成25年7月28日、県北部や
中部の一部で記録的な豪雨とな
り、萩市(須佐)では日降水量
351.0mmを観測し、7月の月降
水量平年値を超えました。河川
の氾濫や土石流が発生したほか、
国道191号など多くの道路が通
行止めとなるなど、大きな被害が
発生しました。 

全国モデル道の駅 

世界遺産 

移動時間の短縮を図り、効率的な
観光・周遊ルートの設定が可能となる

よう、新幹線駅や空港、高速道路ＩＣとのア
クセス性向上が望まれます。 

萩・石見空港 

松下村塾 

松陰神社 

旧萩藩校明倫館 

萩城下町 

萩ウェルネスパーク 
県立萩美術館 浦上記念館 

恵美須ヶ鼻造船所跡 

須佐ホルンフェルス 

救急医療施設への搬送時間 

 山陰地域からの3次救急医療機関への搬送件数は年々増加してお
り、高度な医療施設への移動時間短縮を求める声が高まっています。 

【３次救急医療機関への搬送件数】 

資料：消防署ヒアリング結果 
資料：H27県政世論調査 

【高度な医療施設への 
移動時間短縮を求める声】 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

資料：H25県民アンケート 

萩地域 

宇部・小野田地域 

山口・防府地域 

周南地域 

柳井地域 

長門地域 

下関地域 

岩国地域 

【不安と答えた割合】 

大雨や地震が起きた
際において、安心で
きる道路網であると
思いますか？ 

半数以上が不安と
回答しています。 

地域拠点 

都市拠点 

県内共通 橋梁の耐震補強 

 大規模地震時に緊急輸送道路の
橋梁や離島架橋、跨線橋、跨道橋
が倒壊や落橋すると、救急・救援活
動や緊急物資の輸送などに重大な
支障が生じます。 

明治維新 

 「明治日本の産業革命遺産」は、製鉄、造
船、石炭産業などの重工業が西洋の技術
を取り入れて、日本がものづくり大国となる
基礎をつくった歴史を物語っています。萩地
域では、萩反射炉、恵美須ヶ鼻造船所跡、
大板山たたら製鉄遺跡、松下村塾、萩城下
町の５つの資産で構成されています。 

◎萩市役所 

下関地域

宇部・小野田地域

山口・防府地域

周南地域

岩国地域

長門地域

柳井地域

萩地域

0 10 20 30 40
（％）

資料：交通統計 平成26年（山口県警察本部） 

道の駅 ハピネスふくえ 

 萩地域は、明治維新胎動の地として、吉田松陰をはじめ
高杉晋作、伊藤博文など多くの逸材を輩出しており、維新
志士ゆかりの場所など、多くの名所があります。 
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２ 主な整備箇所（地域版） 

萩地域のみちづくり ８ 

萩・さんさん三見 

萩しーまーと 

萩往還 

あさひ 

阿武町 

うり坊の郷 katamata 

ゆとりパークたまがわ 

◎萩市役所 

◎ 
むつみ総合事務所 

◎福栄総合事務所 

川上総合事務所 
◎ 

旭総合事務所◎ 

須佐総合事務所◎ 

◎田万川総合事務所 

ハピネスふくえ 

Ｎｏ． 
路線名 

（工区名等） 
内容 

道路整備 
目標 

４つの方針 

支
え
る 

守
る 

備
え
る 

つ
な
ぐ 

8-1 小郡萩道路 
（絵堂萩道路） 

バイパス 事業継続 ● ● ● 

8-2 県道山口福栄須佐線 
（平わらび） 

バイパス 完成 ● ● 

8-3 県道益田阿武線 
（中小川） 

バイパス 完成 ● ● ● 

8-4 
県道益田阿武線 

（床並） 
バイパス 完成 ● ● 

8-5 県道萩三隅線 
（三見飯井） 

現道拡幅 事業継続 ● ● 

8-6 県道萩川上線 
（立野） 

現道拡幅 事業継続 ● ● ● 

8-7 県道萩篠生線 
（松本市） 

自歩道整備 部分完成 ● ● ● 

8-8 
都計道今魚店金谷線 
〈県道萩城趾線〉 

（平安古町） 

バイパス 完成 ● ● ● 

8-9 国道２６２号 
（椿～佐々並） 

のり面対策 事業継続 ● 

8-10 国道３１５号 
（須佐跨線橋） 

耐震化 完成 ● 

8-11 国道２６２号 
（藤ヶ谷トンネル） 

長寿命化 事業継続 ● 

8-12 県道萩三隅線 
（橋本橋） 

長寿命化 完成 ● 

8-1 

8-4 

8-3 

8-2 
8-8 8-7 

阿武町役場◎ 

主な整備中箇所 
Ⅳ 未来に『つなぐ』 
 〇老朽化した道路施設の 計画的 
  な修繕・更新等 
 ○日常的な維持管理の 充実・効 
  率化 
 ○異常気象時等の対応 

Ⅰ 産業･地域を『支える』 
 〇観光客の利便性の向上 
 〇交流・連携の強化 
 〇生活の利便性の向上 

 

Ⅱ 人々のいのちを『守る』 
 〇生活道路等における交通安全 
  対策の推進 
 〇救急車両の迅速かつ円滑な 
  通行の確保 
 〇救急医療施設への搬送時間の 
  短縮 

Ⅲ 災害に『備える』 
 〇広域道路ネットワークの構築や 
  安心・安全な生活道路の整備 
 ○防災・減災対策の推進 
 ○橋梁の耐震補強 

等 

等 

等 

等 

ここで示す「道路整備目標」は、予算の確保、用地取得等が予定通りに進捗した場合の現時点における目

標を示したものです。 

8-c 県道萩篠生線 

8-d 県道萩川上線 

8-e 県道益田阿武線 

8-f 県道萩秋芳線 

国道２６２号 

県道萩篠生線 

整備が求められる主な路線 

8-a 山陰道 

8-b 国道４９０号 

8-6 

8-b 

8-d 

8-e 

8-c 

8-a 

8-f 

の

耐

長

長

8-10 

8-9 8-11 

8-12 8-5 

山口 

美祢 

三隅 

明石 三見 萩 

バイパス 

現道拡幅 

自歩道整備 

歩道整備 

交差点改良 

の

耐

長

のり面対策 

耐震化 

長寿命化 

スマートインターチェンジ 

 

道の駅 

市役所等  ◎  
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２ 主な整備箇所（地域版） 

萩地域の主な整備中箇所 ８ 

概 要 

県道山口福栄須佐線（平わらび） 8-2 支える 守る 備える つなぐ 

● ● 

概 要 

県道益田阿武線（中小川） 8-3 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

車両のすれ違いが困難な箇所や見通しが悪い箇所を解消します。 
平わらび台へのアクセス性を向上します。 

目的（効果） 

緊急輸送道路として災害時等にも機能する信頼性の高い道路ネット
ワークを構築します。 

通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者の通行の安全を確保し
ます。 

目的（効果） 

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝１．３km

● 幅 員 Ｗ＝８．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２５年度

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝０．６ｋm

● 幅 員 Ｗ＝９．２５ｍ

● 着 手 年 度 平成２６年度

概 要 

県道益田阿武線（床並） 8-4 
支える 守る 備える つなぐ 

● ● 

車両のすれ違いが困難な箇所や見通しが悪い箇所を解消します。 
阿武町市街地へのアクセス性を向上します。 
緊急輸送道路として災害時等にも機能する信頼性の高い道路ネット
ワークを構築します。 

目的（効果） 

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝２．１km

● 幅 員 Ｗ＝８．０ｍ

● 着 手 年 度 平成１３年度

概 要 

空港や新幹線駅等の広域交通拠点へのアクセス性を向上します。 
萩・美祢地域における広域観光ルートを整備し、観光振興を図ります。 
自動車専用道路を整備し、災害時にも機能する信頼性の高い道路
ネットワークを構築します。 

目的（効果） 

小郡萩道路（絵堂萩道路） 8-1 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝１５．０km

● 幅 員 Ｗ＝１３．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２６年度

3.0 3.0

W=8.0m

1.01.03.0 3.0

W=8.0m

1.01.0

0.75

W＝9.25ｍ

2.75 2.75 2.50.5

【標準断面図】 

【標準断面図】 【標準断面図】 

W=13.5m

2.5 3.5 3.51.50 2.5

【標準断面図】 

整備箇所 

整備箇所 

整備箇所 

整備箇所 
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２ 主な整備箇所（地域版） 

萩地域の主な整備中箇所 ８ 

概 要 

萩博物館や萩城下町へのアクセス性を向上し、観光振興を図ります。 
歩行者及び自転車利用者の通行の安全を確保します。 

 

目的（効果） 

都計道今魚店金谷線（平安古町） 
〈  県道萩城趾線〉 

8-8 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

概 要 

県道萩三隅線（三見飯井） 8-5 支える 守る 備える つなぐ 

● ● 

車両のすれ違いが困難な箇所や見通しが悪い箇所を解消します。 
山陰道へのアクセス性を向上します。 

目的（効果） 

● 内 容 現道拡幅

● 延 長 Ｌ＝１．１km

● 幅 員 Ｗ＝５．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２４年度

概 要 

県道萩川上線（立野） 8-6 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

車両のすれ違いが困難な箇所や見通しが悪い箇所を解消します。 
萩市街地へのアクセス性を向上します。 
通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者の通行の安全を確保し
ます。 

目的（効果） 

● 内 容 現道拡幅

● 延 長 Ｌ＝１．４km

● 幅 員 Ｗ＝９．７５ｍ

● 着 手 年 度 平成１７年度

概 要 

通学路における児童・生徒をはじめとする歩行者及び自転車利用者の
通行の安全を確保します。 

目的（効果） 

県道萩篠生線（松本市） 8-7 支える 守る 備える つなぐ 

● ● ● 

【標準断面図】 

● 内 容 自歩道整備

● 延 長 Ｌ＝０．８km

● 幅 員 Ｗ＝１４．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２１年度

● 内 容 バイパス

● 延 長 Ｌ＝０．３㎞

● 幅 員 Ｗ＝１６．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２２年度

0.5

W=14.0m

3.5 3.0 3.0 0.5 3.5
0.54.0

W=5.0m

0.5

【標準断面図】 

2.5 3.0 3.0 0.75

W=9.75m

0.5

【標準断面図】 
【標準断面図】 整備箇所 

整備箇所 

整備箇所 

1.5

W=16.0m

3.5 1.5 3.0 3.53.0
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２ 主な整備箇所（地域版） 

萩地域の主な整備中箇所 ８ 

道路利用者の安全な通行や災害時の円滑な緊急輸送を確保します。 

国道２６２号（椿～佐々並） 8-9 

目的（効果） 

概 要 

支える 守る 備える つなぐ 

● 

● 内 容 のり面対策

● 延 長 Ｌ＝２．３km

● 幅 員 Ｗ＝８．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２４年度

 トンネルの定期点検結果を踏まえ、健全度が低下する前に補修や補
強等の適切な措置を実施し、施設の長寿命化を図ります。 

国道２６２号（藤ヶ谷トンネル） 8-11 支える 守る 備える つなぐ 

● 

目的（効果） 

概 要 
● 内 容 長寿命化

● 延 長 Ｌ＝０．２km

● 幅 員 Ｗ＝８．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２７年度

大地震時に落橋に至るような致命的な被害を防止するだけではなく、
地震後、橋梁としての機能の回復が速やかに行い得る性能を確保し
ます。 

橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。 
維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。 

国道３１５号（須佐跨線橋） 8-１0 支える 守る 備える つなぐ 

● 

目的（効果） 

橋梁の機能を保持し、長寿命化を図ります。 
維持管理費の縮減や更新費用の平準化を図ります。 

県道萩三隅線（橋本橋） 8-12 支える 守る 備える つなぐ 

● 

目的（効果） 

概 要 概 要 

3.53.5 2.02.0

W=12.0m

0.5 0.53.003.002.0

W=10.5m

1.5 1.0

3.0 3.00.8 0.7

W=8.5m

0.5 0.5

【標準断面図】 

3.0 3.01.3

W=8.5m

1.2

【標準断面図】 

【標準断面図】 
【標準断面図】 

整備箇所 

整備箇所 

整備箇所 

整備箇所 

● 内 容 耐震化

● 延 長 Ｌ＝０．１ｋｍ

● 幅 員 Ｗ＝１０．５ｍ

● 着 手 年 度 平成２４年度

● 内 容 長寿命化

● 延 長 Ｌ＝０．１ｋｍ

● 幅 員 Ｗ＝１２．０ｍ

● 着 手 年 度 平成２５年度
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山口県土木建築部  

山口県土木建築部道路建設課  

TEL：083-933-3714   E-mail：a18300@pref.yamaguchi.lg.jp 

（お問い合わせ）   

〒753-8501 山口県山口市滝町１-１ 

H28.6 
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